
第１回 地域学校協働部会 

 

開催日・出席者等                                  

開催日時  令和８年５月 19 日（火）午後６時 20 から午後７時 05 分 

場  所  山ノ内町文化センター ３階ホール 

出 席 者  社会教育委員           羽田 吉彦（部会⻑） 

南⼩学校⻑                   中村まゆみ（副部会⻑） 

山ノ内中学校ＰＴＡ        山口 ⾠也 

山ノ内町社会福祉協議会      鈴⽊ 浩史 

⼦ども会育成会連絡協議会⻑    ⼩林 正俊 

⾥山ようちえん おやまのおうち  山崎 龍平 

オブザーバー           南條信太郎 

南⼩ＣＳ地域コーディネーター   平原  進 

⻄⼩ＣＳ地域コーディネーター   ⼩河原康貴 

欠 席 者  スポーツ推進委員         中野 哲良 

 

●会議の内容                                      

１ 自己紹介 

  各部員が⼩中学校のころの思い出とあわせて自己紹介をした。 

 

２ この部会で扱う内容 

  事務局より以下の４点を重点的に話し合い、準備委員会に提案していくことを伝えた。 

  ① 放課後児童クラブや放課後こども教室の方向を示す こども教室については開催に

向けての準備の推進 

  ② PTA 組織の在り方を検討し、令和 10 年末までに組織の概要や規約案の作成 

  ③ コミュニティ・スクールの推進に向けた協議会と地域学校協働本部組織の整備 

  ④ 閉校記念⾏事に関することの提案 

 

３ 協議事項  「テーマ  放課後児童クラブの設置場所について」 

（１）事務局からの説明 

   事務局からは、現在実施中の保護者アンケート（速報値）をもとに、現状の傾向と事

務局としての⾒解、および他自治体の事例を示した。 



 ・アンケートに⾒る保護者の傾向 

  全体傾向: 約 70%の保護者が新学校の「校舎内または敷地内（校内）」への設置を希望。

約 30%は「校外でもこだわらない」と回答。 

  学年・地域による違い: 低学年（1〜3 年⽣）の保護者は 72%が校内設置を希望 

（安全面や移動リスクの低さを重視）。 

  地域別傾向︓ 東・⻄・南⼩学校エリアの利⽤者は校内希望が多い⼀方、北部児童クラブ

では 8 家庭中 7 家庭が「校外でもこだわらない」と回答（⻑期休み等の送

迎のしやすさを重視）。 

 

（２）事務局としての⾒解と事例紹介（方向性） 

・事務局⾒解︓「新学校への集約（校内・敷地内設置）」が現実的・理想的だと思われる。 

・理由（管理・安全面への懸念）: 仮に校外（平⾏校舎の跡地など）に分散させた場合、毎日

バスでの輸送が発⽣する。当日の利⽤有無の変更（イレ

ギュラーな対応）を教員やバス運転手が毎日確実に把握

し続けることは、運⽤面・安全管理面で極めてリスクが

⾼い（乗⾞ミス等の懸念）。 

                近隣自治体で学校統合した際も、当初は各地区への設置

要望があったものの、最終的には校舎の隣に新築・集約

され、結果的にそこへこどもたちが集まっていったとい

う例もある。 

2. 部会員（委員）の反応と主な意⾒ 

 部会員からは、事務局⾒解に対して理解を示す声があり、設計のあり方や議論の軸につい

て意⾒があった。 

・敷地を共有しつつも「独⽴した仕組み」を求める声 

敷地共有の別棟スタイルの提案: 敷地内であっても「校舎内」ではなく、グラウンドの目

の前など「別棟」として独⽴している形（⾼山⼩学校のようなスタイル）が良いのではない

かという意⾒があった。 

連携と独⽴のメリット: 学校の敷地を共有することで、グラウンド等の学校施設を使いな

がら「外遊びも可能」となる。さらに学校とはある程度独⽴したス

ペースにすることで、こどもにとっては学校から出て「ただいま」

と迎え⼊れられる気分転換の場になり、教員側にとっても管理・



責任の境界線を分けられるため業務負担が軽減されるというメリ

ットがある。 

・「こどもたちにとってはどうか」という共通視点 

  アンケートに現れた「校外でも良い」という意⾒は、主に⻑期休業中などの送り迎えの

負担（保護者側の都合）が強く出ている。「保護者の送迎の負担」に主眼を置くか、「こど

もたちの安全や関係の広がり（社会性が育つなど）」に主眼を置くかで結論は変わってく

るが、「あくまでこどもたちにとってはどうか」という視点を⼀番⼤切にして議論を進め

ることが部会全体で確認された。 

 

（３）今回の話し合いのまとめ・方向性 

 全体の空気感として以下の方向性が共有された。 

 方向性: 新しい学校の校舎内もしくは敷地内の児童クラブを整備する場合、校舎内だけに

限定するのではなく、外遊びも可能で学校とも連携・独⽴しやすい「敷地内の別

棟」としての整備を念頭に置いていく。 

 今後の進め方:  6 月には、実際の児童クラブの利⽤状況や⻄⼩学校での下校の様⼦を委員

で視察・確認する。 

        北部地区など「地域の拠点からこどもの声が消えてしまう」という懸念を

持つ保護者や地区の声もあった。6〜7 月の地区懇談会等を通じて直接丁寧

に聞いた上で、基本設計確定に向けて提案をまとめていく。 

 

●決定事項                                   

 

・次回の日程︓６月 23 日（火）15︓00〜17︓15 予定 

・会場︓⻄⼩学校集合→役場庁議室 

 内容︓児童の下校から児童クラブへの移動の様⼦の確認。特に北部児童クラブへの移動の

様⼦を確認する。それを踏まえ基本設計への反映や施設に求める内容について検討

する。 

     


